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第 2 章では， X線構造解析の実験から剛体球模型により構造の特徴が良好に記述できることが知られ






























(2) 擬ポテンシャルと剛体球模型に基づき， 2 成分系合金溶液における溶質の無限希薄における活量係
数の理論式を導出し，さらにそれを Al と Pb を溶媒とする数種の合金溶液の活量係数の計算に適用
し，その有効性を確認している O また冶金学的応用の立場から，計算が複雑な擬ポテンシャル項を部
分モル溶解熱を用いて表す近似式を提案しているO
(3) 擬ポテンシャルと剛体球模型に基づき，多成分系合金溶液の相互作用パラメータの理論式を導出し
ている。また実用的立場から，擬ポテンシャル項の算出に 2 成分系における部分モル溶解熱を用いた
近似式を提案し，さらにこれらの式を用いて非鉄合金系23例ならびに鉄合金系320例の相互作用ノマラ
メータを算出して実験値との比較を行い， この近似式の有効性を明らかにしている。
(4) アモルファス金属の合金設計におけるアモルファス形成能を予測するため，相互作用パラメータを
導入した新たな評価式を導出するとともに，この評価式を鉄基アモルファス金属に適用し，その有効
性を明らかにしている。
以上のように本論文は，微視的立場から金属溶液の活量係数ならびに相互作用について多くの新しい
知見を与えており，その成果は学術・応用の両面において冶金物理化学ならびに冶金工学の分野に貢献
するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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